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町
長

相
川
勝
重

「
空
港
機
能
三
十
万
回
で
の
公
述
」

成
田
空
港
の
今
日
ま
で
の
歩
み

　
成
田
空
港
は
１
９
７
８
年
5
月
20

日
の
開
港
以
来
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

や
問
題
を
解
決
し
な
が
ら
、
今
日
ま

で
大
き
く
発
展
を
遂
げ
て
ま
い
り
ま

し
た
。
そ
し
て
日
本
の
表
玄
関
と
し

て
、
国
際
線
で
は
１
０
７
都
市
、
国

内
線
で
は
18
都
市
と
併
せ
て
１
２
５

都
市
と
結
ば
れ
、
国
際
・
国
内
の
拠

点
空
港
と
し
て
発
展
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　
昨
年
、
成
田
空
港
を
利
用
さ
れ
た

お
客
さ
ま
は
開
港
以
来
最
高
の
約

３
，
９
０
５
万
人
、
離
着
陸
回
数
は

24
万
３
千
回
に
達
し
、
基
幹
空
港
と

し
て
そ
の
存
在
を
示
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
際

に
は
４
，
０
０
０
万
人
、
２
０
３
０

年
に
は
６
，
０
０
０
万
人
と
、
世
界

で
も
有
数
の
外
国
人
旅
客
数
を
目
指

し
て
進
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に

日
本
の
良
さ
が
世
界
に
認
知
さ
れ
、

着
実
に
利
用
者
数
は
増
え
続
け
る
も

の
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

成
田
空
港
騒
音
対
策
委
員
会

　
平
成
27
年
3
月
に
開
催
さ
れ
た
第

41
回
成
田
空
港
騒
音
対
策
委
員
会
で
、

芝
山
町
部
会
を
代
表
し
て
こ
の
様
に

発
言
し
ま
し
た
。
「
平
成
29
年
度
ご

ろ
に
は
、
高
速
離
脱
誘
導
路
が
導
入

さ
れ
、
最
大
時
間
値
72
回
を
達
成
で

き
る
可
能
性
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

今
後
も
増
加
が
予
想
さ
れ
る
首
都
圏

の
国
際
航
空
需
要
に
的
確
に
対
応
し
、

そ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
た
め
に

は
、
周
辺
地
域
と
の
共
生
・
共
栄
を

図
り
つ
つ
、
一
層
の
空
港
施
設
の
充

実
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
つ
き

ま
し
て
は
、
今
後
の
時
間
値
の
発
着

回
数
向
上
、
ま
た
、
そ
れ
に
よ
る
空

港
内
の
航
空
機
数
の
増
加
に
よ
り
、

駐
機
場
な
ど
の
、
空
港
施
設
が
不
足

す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
の

た
め
、
千
葉
県
が
現
在
計
画
中
の
、

主
要
地
方
道
成
田
松
尾
線
（
は
に
わ

道
3
期
）
よ
り
北
側
の
、
芝
山
町
横

掘
地
区
を
、
新
た
に
空
港
用
地
に
取

り
込
む
こ
と
で
、
空
港
の
敷
地
範
囲

を
拡
大
し
、
そ
こ
に
空
港
施
設
建
設

す
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
」
と
、
意

見
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　
こ
の
要
望
に
対
し
て
国
土
交
通
省

は
、
「
成
田
空
港
に
お
け
る
今
後
の

利
用
・
拡
大
に
あ
た
り
、
エ
プ
ロ
ン

や
固
定
ゲ
ー
ト
な
ど
、
何
ら
か
の
施

設
整
備
が
必
要
と
考
え
ま
す
。
今
後
、

空
港
敷
地
の
拡
大
な
ど
も
含
め
ま
し

て
、
Ｎ
Ａ
Ａ
と
も
連
携
し
て
具
体
的

な
検
討
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
」
と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

空
港
と
地
域
の
共
生
・
共
栄
を
願
う

　
成
田
空
港
は
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
や

問
題
点
を
提
起
し
、
今
日
そ
の
多
く

を
克
服
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
私
た
ち
の
使
命
は
、
芝
山
町
の
将

来
、
地
域
の
将
来
に
目
を
や
り
、
地

域
の
人
々
が
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
け
る

町
づ
く
り
や
、
地
域
づ
く
り
を
す
る

こ
と
だ
と
認
識
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
空
港
と
地
域
の
共

生
・
共
栄
を
選
択
し
ま
し
た
。
空
港

の
持
つ
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
可
能
な

限
り
改
善
し
、
空
港
の
持
っ
て
い
る

活
力
を
地
域
に
生
か
し
て
い
く
こ
と

が
最
善
の
道
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

保
健
推
進
員
募
集

　
町
で
は
、
平
成
29
年
度
か
ら
活
動

し
て
く
だ
さ
る
保
健
推
進
員
を
募
集

し
ま
す
。
一
緒
に
健
康
づ
く
り
の
輪

を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

　
町
保
健
推
進
員
協
議
会
は
、
健
康

づ
く
り
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
学

び
、
自
分
や
家
族
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
健
康
づ
く
り
を
す
す
め
る
た
め
の

活
動
を
行
う
団
体
で
す
。

　
料
理
や
運
動
に
興
味
の
あ
る
方
や

仲
間
づ
く
り
を
し
た
い
方
な
ど
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

対
象
　
健
康
づ
く
り
に
興
味
が
あ

り
、
不
定
期
に
活
動
し
て
い
た
だ

け
る
方

■ 

活
動
期
間
　
平
成
29
年
4
月
～
平

成
31
年
3
月
ま
で
の
2
年
間
（
再

任
あ
り
）

■
活
動
内
容
　

・ 

健
康
づ
く
り
や
食
育
に
関
す
る
教

室
の
開
催

・
保
健
セ
ン
タ
ー
事
業
へ
の
協
力

・ 

運
動
や
栄
養
に
関
す
る
研
修
会
へ

の
参
加

■
募
集
期
間
　

3
月
24
日
㈮
ま
で

■ 

申
込
み
　
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

保
健
セ
ン
タ
ー 

☎
77
‐
１
８
９
１

問

　
去
る
１
月
31
日
に
行
わ
れ
た
公
聴
会
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
公
述
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
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○
特
別
賞
（
８
作
品
）

成
田
国
際
空
港
株
式
会
社
賞

『
シ
ン
ボ
ル
』
　

　
　
　
梅
津
邦
太
郎
（
柏
市
）

千
葉
県
観
光
物
産
協
会
長
賞

『
現
代
人
と
の
交
歓
』

　
　
　
石
川
金
太
郎
（
千
葉
市
）

日
本
航
空
賞

『
巫
女
行
列
』

　
　
　
南
波
靖
一
郎
（
匝
瑳
市
）

全
日
空
賞

『
子
供
み
こ
し
パ
レ
ー
ド
』

　
　
　
嵜
山
　
　
清
（
銚
子
市
）

Ｊ
Ｘ
　
Ａ
Ｎ
Ｃ
Ｉ
賞
　

『
出
番
前
』
　

　
　
　
植
村
　
興
治
（
市
原
市
）

コ
ク
ヨ
賞
　

『
巫
女
舞
い
』

　
　
　
磯
部
　
博
之
（
匝
瑳
市
）

千
葉
県
写
真
連
盟
賞

『
は
に
わ
の
丘
』
　

　
　
　
江
波
戸
　
昭
（
匝
瑳
市
）

九
十
九
里
地
域
観
光
連
盟
会
長
賞

『
古
代
人
が
や
っ
て
来
た
！
！
』

　
　
　
池
嶋
　
　
清
（
八
街
市
）

　昨年11月に行われた「第34回芝山はにわ祭」
を題材にして開催された「写真コンクール」。
今年は応募者数39名、188点もの作品が応募さ
れました。プロの写真家によって選出された作
品をご紹介します。（順不同・敬称略）

○最優秀賞（１作品）
　 芝山はにわ祭実行委員長賞

　  『現世に降りる神子』　加藤雄之輔（柏市）

○優秀賞
（５作品）

「古
いにしえ

からの一瞬を捉える」

第34回芝山はにわ祭写真コンクール第34回芝山はにわ祭写真コンクール

芝山町長賞
『巫女』

社　　信男（芝山町）

芝山町教育委員会教育長賞
『黄金色の中で舞う』
　弘海　和良（栄町）

芝山町議会議長賞
『なかよし』
松澤　恭一
（香取市）

芝山町商工会長賞
『輝る冠』
伊藤　　忠
（習志野市）

芝山町観光協会長賞
『古代への道』

白石不二夫（成田市）




